
機械別作業日数・経費

作業功程・経費

工程別機械別功程 単位：ｍ3/人日

功　程　分　析　表

使用機械 作業日数 人件費
機械損料 ・

燃料費
経費計

日当たり
単価

ハーベスタ 33.0 462,000 1,821,626 2,283,626 69,201

グラップル 102.0 1,428,000 3,742,380 5,170,380 50,690

チェーンソー 20.5 287,000 25,471 312,471 15,242

フォワーダ 38.0 532,000 1,603,980 2,135,980 56,210

合　　計 240.5 3,381,000 9,204,657 12,585,657 52,331

ザウルスロボ 47.0 672,000 2,011,200 2,683,200 57,089

森林作業道作設経費

円 (ｍ当たり) 繰り返し使用できるよう丈夫で簡易な作設
に心掛けましょう！
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伐倒 造材 木寄せ 集材

功程 m3(道除外)

(1人1日当たり)

功程 m3(道込)

(1人1日当たり) 生産性は高い状況といえますが、更なる向
上を目指しましょう！12.21 10.40

経費　円(道除外)

（m3当たり）

経費　円(道込)

（m3当たり） 効率的に実行されています！更なる低コス
ト化を目指しましょう！

4,211 5,012

フォワーダ 62.50
チェ ーン ソー 12.20 チェ ーンソー グラップル 70.75 ブルドーザ

ハーベスタ 68.18 ハーベスタ ハーベスタ

計 58.41 計 57.08

積み込み 荷下ろし

グラップル 21.55
計 46.73 計 ザウルスロボ 22.73 ザウルスロボ

フェ ラ ーバン チャ プロセッサ ブルドーザ

計 78.62 計 76.22

グラップル 78.62 グラップル 76.22
フォワーダ フォワーダ

後
志
地
域
で
は
、
列
状
に

よ
る
搬
出
間
伐
が
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
高
性
能
林
業
機

械
の
導
入
も
進
ん
で
き
て
い

ま
す
が
、
そ
れ
ら
高
性
能
林

業
機
械
が
効
率
的
に
活
用
し

き
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
地

域
課
題
テ
ー
マ
を
「
機
械
力

に
応
じ
た
低
コ
ス
ト
作
業
シ

ス
テ
ム
構
築
の
取
り
組
み
」

と
定
め
、
後
志
総
合
振
興
局

林
務
課
及
び
森
林
室
と
連
携

し
て
間
伐
作
業
低
コ
ス
ト
化

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。 

平
成
26

年
度
に
は
、
地
元

林
業
事
業
体
及
び
森
林
組
合

（
以
下
「
事
業
体
等
」
と
い

う
。
）
の
作
業
シ
ス
テ
ム
と

功
程
の
調
査
を
行
い
、
改
善

す
べ
き
点
に
つ
い
て
提
案
を

行
い
ま
し
た
。 

そ
の
際
、
実
態
と
し
て
、

す
べ
て
の
事
業
体
等
で
工
程

別
の
作
業
管
理
を
行
っ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
と

と
も
に
、
簡
易
な
工
程
管
理

シ
ス
テ
ム
が
あ
る
と
良
い
な

ど
の
意
見
が
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
平
成
27

年
度
は
工
程
管

理
に
基
づ
く
効
果
的
な
間
伐

作
業
を
推
進
す
る
た
め
、
簡

易
に
作
業
功
程
・
生
産
コ
ス

ト
を
算
出
し
、
機
械
ご
と
の

作
業
功
程
が
把
握
で
き
る
工

程
管
理
シ
ス
テ
ム
を
作
成
す

る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

本
工
程
管
理
シ
ス
テ
ム
の

作
成
に
あ
た
っ
て
は
、
事
務

処
理
の
負
担
を
招
か
な
い
よ

う
既
存
の
日
報
か
ら
の
入
力

と
し
ま
し
た
。
作
業
日
報
は
、

事
業
体
ご
と
に
独
自
の
様
式

に
よ
り
集
計
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
ど
こ
の
事
業
体
で
も
必

ず
集
計
さ
れ
て
い
る
、
「
作

業
種
」
「
使
用
機
械
」
「
作

業
時
間
」
の
入
力
の
み
で
分

析
を
行
う
よ
う
に
し
ま
し

た
。
そ
の
他
の
入
力
項
目
と

し
て
は
、
基
本
項
目
と
し
て
、

「
機
械
損
料
」
「
燃
料
費
」
、

功
程
算
出
因
子
と
し
て
「
人

件
費
」
「
生
産
量
」
「
工
程

別
機
械
別
生
産
量
割
合
等
」

と
し
、
生
産
性
と
コ
ス
ト
を

具
体
的
に
把
握
す
る
た
め
の

作
業
功
程
と
経
費
、
作
業
シ

ス
テ
ム
の
検
証
を
行
う
た
め

の
機
械
別
の
作
業
功
程
を
算

出
す
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
現
有
の
機
械
・
人

員
が
、
効
率
的
に
活
躍
で
き

る
作
業
シ
ス
テ
ム
を
検
討
す

る
た
め
、
機
械
ご
と
の
工
程

管
理
を
行
う
作
業
シ
ス
テ
ム

を
作
成
し
ま
し
た
。 

入
力
項
目
を
最
小
限
に
す

る
た
め
の
現
場
作
業
費

の
み
で
計
算
し
て
い
ま

す
が
、
事
業
の
概
略
を
判

断
す
る
に
は
十
分
と
考

え
て
い
ま
す
。 

後
志
地
域
で
は
、
ま
だ

一
部
の
事
業
体
等
に
し

か
普
及
し
て
い
ま
せ
ん

が
、
今
後
は
他
の
地
域
も

含
め
、
よ
り
多
く
の
事
業
体
へ

の
普
及
と
あ
わ
せ
て
、
意
見
を

い
た
だ
き
、
改
良
を
行
い
な
が

ら
効
果
的
な
シ
ス
テ
ム
と
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。 本

シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
、

工
程
管
理
を
行
う
こ
と
に
よ

り
事
業
体
等
が
作
業
シ
ス
テ

ム
を
見
直
す
き
っ
か
け
と
な

り
低
コ
ス
ト
化
が
図
ら
れ
る

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。 

国
有
林
に
よ
る
民
有
林
の

支
援
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で

す
が
、
今
後
も
国
有
林
フ
ォ

レ
ス
タ
ー
と
し
て
こ
れ
ま
で

の
経
験
・
技
術
を
生
か
し
民

有
林
と
の
連
携
を
さ
ら
に
強

化
し
て
地
域
林
業
の
活
性
化

の
た
め
、
新
た
な
課
題
に
も

取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。 

【工程管理システム説明会】 

【功程分析表】

【民有林の作業現場】 
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